
宝塚市立男女共同参画センター・エル 令和4年度（2022年度）

TEL:0797-86-4006
指定管理者
NPO法人 女性と子どものエンパワメント関西
宝塚市栄町2－1－2「ソリオ２」4階 https://www.takarazuka-ell.jp/
※申込にあたってお預かりする個人情報は本講座以外の目的で使用することはありません。

宝塚市立男女共同参画センター・エル
8/3（水）～ 窓口、TEL、センターHPより受付開始

TEL：0797-86-4006

●保 育 10人（１歳～就学前まで）

保育申込締切 9/14（水）

●場 所 宝塚市立男女共同参画センター

●参加費 無 料

毎週木曜日 １０時～１２時

対象 テーマに関心のある方 ３０名

（センターの一時保育者に関心のある方
保育未経験の方もご参加いただけます）

ジェンダーレス
な保育を
考える

無料・要予約・先着順

フォローアップ
研修あり

主催・お申込

1 9/22

２ 9/29

３ 10/6

４ 10/13

５ 10/20

オリエンテーション・
子育てにジェンダーの視点を

NPO法人女性と子どもの
エンパワメント関西
理事長 田上時子さん

乳幼児の一時保育・子どもの発達段階
甲南女子大学人間科学部
総合子ども学科
助教幸田瑞穂さん

「あたりまえ」「ふつう」ってなんだろう？
～性の多様性から「じぶん」について

考える子どもたち～

にじいろ i-Ru
田中一歩さん 近藤孝子さん

子どもと出会ううたあそび
人とふれあうあたたかさ
～仲間と集う楽しさを～

公益社団法人
子ども情報研究センター
谷畑恵子さん

ふりかえり・一時保育者になる方へ
NPO法人女性と子どもの
エンパワメント関西
理事長田上時子さん



TEL:0797-86-4006

講師PROFILE 一時保育者募集のための養成講座

NPO法人女性と子どものエンパワメント関西

理事長 田上時子さん

早稲田大学卒業後､カナダ留学。1988年9月に帰国。子どもの力を信じ､幼

児期から思春期にいたるまで、あらゆる子どもの問題に取り組み、子ども

と親をサポートする活動を精力的に行っている。2011年文部科学大臣より

「社会教育功労賞」受賞。JICA人身取引被害者支援･自立支援促進プロジェ

クト短期専門家。著書に『親と子どもの感情BOOK』､翻訳絵本『わたしの

からだよ！』（2017年11月復刊）など多数。

甲南女子大学 人間科学部 総合子ども学科

助教 幸田瑞穂さん

25年間、幼稚園教諭および保育園の園長として保育の仕事に携わる。

保育者のキャリアアップ研修講師・子育て支援広場の支援員を務め、

現在は大学教員として「こどもの主体的な活動を保障するあそび環境」や

「あそび環境における米粉粘土の有効性」に関する研究を続けている。

大学での勤務の傍ら、スウェーデンで得た保育の知見や美術教育の視点を

取り入れた「あそびとおやつMysig」の運営など多方面で活躍している。

にじいろi-Ru

田中一歩さん 近藤孝子さん

ともに元保育士。公立保育所を退所後、ふたりで待機児童解消のための
保育ルームを開設。6年間の保育ルーム運営を終え、「じぶん」を生きるた
めの場所、ふたりがふたりらしく生きる場所を探すため創作活動を始める。
自身の経験をもとに絵本「じぶんをいきるためのるーる。」を出版。同時
にセクシュアリティのこどもたちの居場所づくりにじいろi-Ru（アイル）を
立ち上げる。現在、子ども向けの講座・大人向けの講演などを行っている。

公益社団法人子ども情報研究センター

谷畑恵子さん

28年間大阪市立保育所に勤務。2016年子ども情報研究センターはらっぱ
舎AIAI園長～顧問。子どものからだ･ことば･リズムと表現の関係を、保育実
践のなかで問い直し、親・保育者・地域がともに子どもを育てていく,子ど
もの人権を大切にする保育実践模索中。「しなやかなからだと豊かな表
現」「子どもを育てるうたあそび」からだほぐし・うたあそび・おやこあ
そびなど 一緒に遊びながら 子どものからだとこころによりそうあそび
の輪で、楽しい子育ての輪につながろう。

センターHP●当日体調の悪い方、体温が37.5℃以上ある方は
ご参加いただけません。

●マスクの着用をお願いします。
（小さなお子様は除く）

●利用時は、適宜手洗い・手指のアルコール消毒
にご協力ください。

●講座中に換気の時間を設けます。

男女共同参画センターの一時保育の役割

地域で子育てに関わり、子ども

が保護者以外の大人と接すること

で、子どもの成長を促します。

ジェンダーにとらわれず、子ど

もの個性、人権を大事にした保育

を実施します。

親支援も重要な役割です。

特に乳幼児のお子さんをもつ保護者は、

社会参加をする機会が減り、子どもと密

着しがちで孤独感を強める傾向がありま

す。子どもを預け、センターで自分だけ

の学びの時間を過ごす事は保護者の自立

の一歩につながります。


